
２０１９年  ９月  ２９日 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

賛  美  聖歌８５番 & ～いつも喜び～ 

主の祈り 

聖  書  ➀コリント人への第二の手紙１２章７～１０節 

      ➁ピリピ人への手紙３章１～９節 

特別賛美  砂川由紀姉（伴奏：田中隆美姉） 

メッセージ  ①「我が恵み 汝に足れり」大川従道牧師                                                                                                                                              

      ➁「このお方に人生をかける」石井 潤牧師 

献  金  聖歌４０４番 ～栄光から栄光へと～ 

祝  祷             〔献金当番：渡辺姉・寺澤千姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～主と～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日午後１時～、DVD「パウロ～愛と赦しの物語～」上映(107分)。無料。 

２．今週の祈祷会は、☆早天祈祷会:月曜朝６時。☆木曜祈祷会:①午前 10 時半、 

②夜７時半。大川従道牧師（大和祈祷会映像）。☆準備祈祷会:土曜夜８時。 

３．金曜夜７時、ＹＣＵ(城下防災センター)。メッセージ担当。お祈り下さい。 

４．来週の日曜礼拝では誕生祝福式。午後は聖書の学び会が行われます。 

 
 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔９/２９～１０/６〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
イザヤ 

１６－１８章 
１９－ 
２１章 

２２・ 
２３章 

２４－ 
２６章 

２７・ 
２８章 

２９・ 
３０章 

３１－ 
３３章 

３４－ 
３６章 

新約 
エペソ 
１章 

２章 ３章 ４章 ５章 ６章 
ピリピ 
１章 

２章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

10/13(日):聖餐式･執事会 20(日):「秋の召天者記念礼拝」27(日):聖歌隊 



 
 

 
｢私の願いは、キリストをさらに深く知りたいということであり、キリストを復活させた超自然

の力を体験すること、つまりキリストの苦しみにあずかり、生れながらの利己的な自分に死んで、

キリストと共に死人の中から復活し、命にあふれるという体験をし続けることである。私がもう

それを自分のものにしたとか、もう完成された者になったとか言っているのではなく、それを自

分のものにしようとして追い求めている。それは、すでに私がキリスト・イエスにしっかり捕ま

えられているから出来るのである。」ピリピ人への手紙３章１０－１２節〔現代訳〕 
 

パウロの生き方を見ていると感じることがあります。それは一貫性があるということです。一

本の筋が通っているということです。しかもそれが自然で、何とも確信に満ちているということで

す。そういう生き方にとても魅了されます。自分自身もそうでありたいと願うものです。しかし、

自分自身の生き方を見てしまうとどうしてもどうやってもそこまでの世界に到達できそうもない

と感じてしまうのです。しかし、果たして本当にそうなのでしょうか？ 

本当はパウロも私たちと同じように弱さを持った人間でした。それが一貫性を持って生きら

れたのは、キリストにしっかりと捕まえられていたからでした。では、一体何が彼をキリストに結

び付けていたのでしょうか？それはその彼の弱さや闘いこそが彼をそうさせていました。彼が弱

さや闘いを覚える度に、「主に従うのだ！」と思いを切り替えていたのだと思います。 

本日はこのピリピ書３章を「信仰者の過去・現在・未来」ということで見てみました。この世

的な考え方、肉によって生きてきた生き方から解放され、何が何でもキリストに従うのだ！と

いう一心不乱な生き方へと変えられ、その結果、栄光に満ちた天の御国へと確実に導かれ

ることを待ち望み、希望と平安によって満たされて歩む生き方へと私たちは変えられました。 

しかし、私たちはその解放された世界に生きているにも関わらず、簡単に間違った肉的、

世的な生き方に逆戻りしてしまって、不信仰のゆえに、不安と恐れに満ちた生き方へと変わ

ってしまうこともパウロは警告しています。だからこそ、「信者の皆さん。主を信じる者として喜

んでいなさい。前に送った手紙でも書いたが、ここでもう一度書こうと思う。それを、私は決し

て煩わしいとは思わないし、あなたがたにとってもその方が安全だと思う。」 

私たちを攻撃してくる悪魔の常套手段は、私たちの心から「喜び」を奪い、「恐れ」に満た

すことです。私たちの心に与えられている、主の恵みによる「喜び」をしっかりと握っていなけれ

ばなりません。そのためには、常に主を見上げることをあきらめない、止めないことです。主に

しっかりと捕まえられている必要があるのです。「わたしを離れたら、あなたがたは何一つする

ことはできません」（ヨハネ15:5）。イエス様こそが道であり、真理であり、命であるお方だから。 

「このお方に人生をかける」 
～どうしてもこのお方について行きたい～ 


